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●患者・利用者・家族の皆様が安心してかかれる・あずけられる病院施設作りをめざします。
●職員が気持ち良く仕事ができ、やりがいのある職場作りをめざします。
●医療福祉を通して地域に貢献することをめざします。

法 人 理 念

社会医療法人孝仁会
理事長

齋藤　孝次

ご　挨　拶
　新年あけましておめでとうございます。
　社会医療法人孝仁会は、医療・福祉・介護を通じて皆様の住み良い地域作りの一
翼を担うべく今年も頑張ります。
　今年は地域の看護師不足を少しでも解消すべく、新たに看護学校を設立する準備
を進めております。今年度中に校舎を建設し、平成25年4月より新しい学生を迎え
る計画です。孝仁会のみならず地域にも看護師を育成し、地域の医療・福祉・介護
の環境が良くなるよう頑張っていきます。これまで通り、脳・心臓をはじめとする
急性期医療、脳・心臓・がんの予防医療、入所・在宅を含めた介護事業においても
皆様に選ばれる施設となるよう努力していくことはもちろん、更に地域の医療・福
祉・介護機関と協力して安心して住める街作りの一画を担いたいと思いますので、
御支援の程よろしくお願い致します。



脳卒中地域連携パスネット講演会報告
社会医療法人孝仁会　地域連携部　　高　柳　由　佳

　北海道病院協会釧路支部主催で「脳卒中の予防と再発防止に向けて」と題し、脳卒中地域連携パスネット
講演会が平成23年11月25日㈮、釧路市生涯学習センター多目的ホールで開催されました。
　講演は中村記念病院脳神経外科　中川原譲二先生による「脳卒中再発予
防と循環型地域連携」と札幌医科大学神経内科　齊藤正樹先生による「脳
卒中あんしん連携ノートを活用する」の2演題でした。
　北海道各地で脳卒中連携パスが導入されています。脳卒中連携パスは主
に医療･介護機関の連携のためのツールですが、脳卒中あんしん連携ノー
トは患者様･ご家族様が携帯して自分の病気の理解や再発防止への取り組
みを医療機関と連携して行っていくものであります。現在は試行期間です
が、今後北海道で本格的な導入を予定しているとのお話でした。また北海
道地域連携クリティカルパス運営協議会から宝金清博先生のお話があり、
脳卒中あんしん連携ノートの活用の意義について述べられていました。
　今回は医療・介護施設はもとより市民の関心もあり、196名の参加があ
り盛会の内に終了しました。

　頻脈性不整脈に対する非薬物療法として、当院ではH20年５月から経皮的カ
テーテル心筋焼灼術（カテーテルアブレーション：CA）を行っており、札幌
医科大学の協力を得ながらH23年12月までで165件の治療を行ってきました。
　CAの治療適応となる不整脈としては、発作性上室性頻拍症、心房粗動は特
に良い適応であり、治療成功率はいずれも95％以上となります。また発作性心
房細動に対するCAとして当院では拡大肺静脈隔離術を行っており、薬物抵抗
性や自覚症状の強い方に対し広く行い、症例は年々増加傾向にあります。その

他の不整脈としては、心房頻拍や心室性期外収縮、心室頻拍に対するCAも行っており、心房細動
を含めたこれらの不整脈治療に際しては、実際にカテーテルを用いて心臓の構造を３D画像に構築
して行う、3D mapping system（Ensite®）を使用して治療を行っています。このmapping system
を用いる事によって、心臓内部の複雑な構造の中で正確にカテーテル操作を行う事が可能であり、
安全性がより高まると共に、複雑な頻拍回路を有する不整脈の解析、治療が可能となっています。
　また、薬物療法のみでは治療が困難である致死性不整脈に対しての植込み型除細動器（ICD）の
植込みもH22年５月から可能となりました。重症心不全患者に対する除細動機能付き両心室ペース
メーカー（CRT-D）植込みも同時に行っており、これまで22例に対し植込み手術を行っております。
　頻脈性不整脈については患者様の自覚症状も強く、薬物療法に難渋する症例を多く経験します。
しかしCAにより根治が望める疾患でもありますので、お気軽にご相談頂けると幸いです。宜しく
お願い申し上げます。

頻脈性不整脈の治療について
釧路孝仁会記念病院　循環器内科　山　本　均　美



　語源をたどると、リハビリテーション（rehabilitation）とはre（再び）−habilis（適した、ふさわしい）
−action（にすること）、つまり『再びその
人らしく生きる』ということをさします。
脳卒中などで少なからず、障がいが残る
場合があります。その障がいの軽減はもち
ろんのこと、その残された機能にプラスし
てご本人さんの隠れた能力を発見・開発す
ること、これがリハビリテーションの要と
いえます。

　当法人のリハビリテーション部は急性期から回復期・維持期・在宅まで継ぎ目のない、かつ一環したリハ
ビリテーションを提供できるよう、釧路孝仁会記念病院、星が浦病院、老人保健施設星が浦、釧路訪問リハ
ビリセンター、釧路脳神経外科デイケアセンター、留萌セントラルクリニックに総勢１４０名のスタッフを
配置しております。

リハビリテーションに関することで何かお困りなことがございましたら、いつでも気軽にご相談ください。
「その人らしく生き生きと生活」ができるよう、その方にとっての最高の人生の質（QOL）を実現するよう、
アドバイスさせていただきます。

理学療法士（PT）　寝返り、起き上がり、移乗動作、歩くなどの日常生活の基本動作の回復を図ります
作業療法士（OT）　身の回りの動作や家事動作・余暇活動・復職などをめざして行います
　　　　　　　　　また環境調整（福祉用具の選定や手すりの設置など）を行います
言語聴覚士（ST）　コミュニケーション障がいや嚥下障がい（食べることの障がい）などの回復を図ります
臨床心理士（CP）　心理検査などを用いて対象者の方々の知的面・精神機能面の評価、分析を行います

　上記の職種に加えて、各施設内では医師・看護師・ソーシャルワーカーなどと、また施設間では地域と
密接に連携し患者・利用者様へのサービスを提供しております。

⒈疾病に対する知識を高め、障がいや社会適応を考えた幅広いアプローチを展開できるよう
に努めます

⒉常にリハビリテーション技術を適正に評価し、持続的な質の向上を図り、地域さらには
道内・外の信頼を得るように研鑽します

⒊専門職種での高い評価が得られるよう、学会・研究・教育活動を積極的に行います
⒋PT・OT・ST間はボバース概念に基づいて患者様の治療にあたり、他職種・施設間での
　チームアプローチを展開できるように努めます

部所紹介

リハビリテーション部

◆リハビリテーションとは？

◆当法人リハビリテーション部の特色

◆リハビリテーションを行う職種

リハビリテーション部　基本理念



社会医療法人孝仁会

法人本部 地域連携部
〒0850062

釧路市愛国191番212

釧路孝仁会記念病院内

TEL：0154-39-1331

FAX：0154-39-0660

孝仁会ホームページ

http：//www.kojinkai.or.jp/

編集後記

社会医療法人 孝仁会グループ

釧路孝仁会記念病院
釧路市愛国191番212
TEL 0154-39-1222

星が浦病院
釧路市星が浦大通3-9-13
TEL 0154-54-2500

釧路脳神経外科
釧路市芦野1-27-1
TEL 0154-37-5512

新くしろクリニック
釧路郡釧路町睦2-1-6
TEL 0154-37-6333

中標津脳神経外科
中標津町西11条南8-4-1
TEL 0153-73-1500

根室脳神経外科
根室市明治町1-2-2
TEL 0153-24-8555

留萌セントラルクリニック
留萌市栄町1-5-12
TEL 0164-43-9500

老人保健施設 星が浦
釧路市星が浦大通3-9-35
TEL 0154-55-2800

訪問看護ステーション
はまなす
釧路市星が浦大通3-9-26
TEL 0154-53-5517

五輪橋産科婦人科
小児科病院
札幌市南区川沿2条1-2-55
TEL 011-571-3110

星が浦ケアプラン
企画センター
釧路市星が浦大通3-9-35
TEL 0154-55-2810

芦野ケアプラン
企画センター
釧路郡釧路町睦2-1-5
TEL 0154-37-5050

鶴ヶ岱ケアプラン
企画センター
釧路市鶴ヶ岱1-10-46
TEL 0154-42-0700

釧路市東部北地域
包括支援センター
釧路市鶴ヶ岱1-10-46
TEL 0154-42-0600

グループホーム
はまなすの家星が浦
釧路市星が浦大通3-9-9
TEL 0154-55-6255

ヘルパーステーション
はまなす
釧路市星が浦大通3-9-26
TEL 0154-52-8088

釧路訪問
リハビリセンター
釧路市芦野1-27-1
TEL 0154-37-5401

在宅介護支援センター
はまなす
釧路市星が浦大通3-9-35
TEL 0154-55-2811

介護付有料老人ホーム
はまなす睦館
釧路郡釧路町睦2-1-6
TEL 0154-39-0511

介護付有料老人ホーム
はまなす芦野館
釧路市芦野1-27-1
TEL 0154-39-1666

釧路脳神経外科
デイケアセンター
釧路市芦野1-27-1
TEL 0154-37-8898

　新年あけましておめでとうご
ざいます。昨年は様々なことの
あった年でした。地震、放射能
の影響はすぐに無くなるわけで
はなく、人ごとではなく自分の
こととして、意識して自分ので
きることを続けていくことが必
要だと思います。そのようなな
かでも、今年も皆様が笑顔で暮
らせるように、医療、介護機関
としての職務を果たして参りた
いと思っております。ご意見ご
要望などありましたらお寄せ下
さい。本年もどうぞ宜しくお願
い致します。（は）

医療連携に関するアンケート
　昨年10月に実施した「医療連携に関するアンケート」結果を一部ここに
ご報告させていただきます。今回は釧路根室管内の医療機関133施設中52
施設よりご回答いただきました（回答率39％）。まだ広報不足の部分もあ
りますが、紹介頂く際に地域連携室をご利用いただくことも増えているこ
とがわかりました。今後もより利用しやすい地域連携室を目指して広報活
動、サービス向上に努めて参ります。予約業務、受診日の問い合わせ、ご
不明な点、ご意見ご要望などいただけるとありがたく思います。
　お忙しい中ご協力頂きました諸先生、ありがとうございました。

今回のアンケート結果詳細につきましてはホームページに掲載させていた
だきます。

問1．地域連携室を利用されたことはありますか 問4．当法人に患者さんを紹介されたことはありますか

問2．利用されていかがでしたか 問5．紹介理由についてお伺いします

問3．利用されない理由を教えて下さい 問6．紹介方法についてお伺いします

■予約業務を行
っていること
を知らない
■利用方法がわ
からない
■対象患者がい
ない
■予約手続きが
面倒

■地域連携室利
用
■診療情報提供
書を送付
■患者に情報提
供書を渡す
■診療科の医師
に電話依頼
■その他

■診療科がある
■設備スタッフ
が充実
■患者家族希望
■近隣
■在職医師を知
っている
■地域連携室利
用が便利
■特になし
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